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327　　　　 妊娠初期自然流産にお ける内分泌学

的および免疫学 的背景の 解析

328　　　　抗リ ン脂質抗体陽性不育症々 例に対す
る治療法 に関す る検討　　
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【目的】妊娠初期 自然流産の過半数は、胎児の 染

色体異常が原因 とされ て い るが 、 染色体異常を認

め ない流産で は、内分泌学的お よび免疫学的要因

な どが関与する可能性が ある。二こ れ を実証する 目

的で 、胎児 （絨毛 ）の 染色体異常の 有無に基づ く

内分泌学的 ・免疫学的状態の差異にっ い て検討 し

た。　【方法】初回妊娠で 妊娠 12週未満 の 自然流産

とな っ た41例 （平均年齢 31．了± 4．8 才）を対象 と

し た 。同意を 得て 施行 し た流産絨毛の染色体分析

の結果 は 、正 常群 17例 （45，XX　 lO例、46，XY　 7

例） 、 異常群 24例 （トリソ ミ
ー14例 、 X モ ノ ソ ミ

ー2 例、倍数体 5 例、構造異常 3 例）で あ っ た 。

各症例 にお い て   月経異常の 有無、血 中LH，
　 FSH，

PRL，男性ホ ル モ ン 値 （流産 3 周期後）お よび、 

夫婦間 リン パ球混合培養遮断抗体 （検出感度向上

の ためMLC の Stimulator ；responder 比 を1：2 と

した）に っ き検索 した 。 【成績】  染色体異常群

に お い て は月経周期異常 （周期35日以上、不整）

例が 8．3％ （2／24）で ある の に対 して 、染色体正常

群で は 月経異常例が 47．1％ ｛8／17）と有意に 高値で

あ っ た 〔p〈0．Ol）e こ の染色体正常の月経異常例 8

例中 5 例が LH／FSH比＞ 3お よび超音波所見 よ り多

嚢胞性卵巣 と考え られ、また 1例に 高プ ロ ラクチ

ン血症を認め た 。   遮断抗体は、染色体異常群の

一2．5± 12．7％ に 対 して 、正常群で は11．7± 12．5％

と高値で あ っ た 。 【結論 】  胎児の 染色体異常で

説明の つ か ない 自然流産 に お い て 、多嚢胞性卵巣

等 による内分泌学的異常が重大な関与 を して い る

可能性が示 さ れ た 。  夫婦間 リ ン パ 球混合培養遮

断抗体は 、 染色体正常例では絨毛の viability が

高 い ため 高値で あ っ た と推察さ れ 、そ の 産生不全

が流産の 原因 とな る可能性は指摘で きなか っ た 。

【目的】近年、不育症にお け る自己免疫的機序が

推察 され 、 特に抗 リ ン 脂質抗体く以下APA ）の重要性

が 指 摘 さ れ て い る ，こ の 様 な 病 態 に 対 し

prcdonisolone （PSL ）、　 aspdn （ASP ）併用に よ る 免疫

抑制 ・抗凝 固療法の 有用性を報告して きた．今回 、

副作用を無視 しえな い PSL療法 に替わ る治療法 と

して漢方 療法 の 有効性を確 認する こ と お よ びAPA

の 不 育症発症へ の 関与 を明確 に す る こ と を 目的と

した，【方法】対象は 2回以上の 反復流 ・死 産の 既

往歴 を有す るAPA 陽性 の 36症例 と した 《 PA は、

cardiolipin ，　　phosphatidyl
．
ser 董ne ，　　　ph（rspha ヒidyl．

inositol に対す る抗体をELISA 法で測定 し、 健常

人の 平均値＋ 3．OSD 以上 を陽性 とした．対象 36 症例

を以下 の 3群 で そ の妊娠予後 を比 較検討した ， 

妊娠初期よ り PSL40mg
．
お よび ASP81mg を投与、

PSL は妊娠経過 とと もに漸減 した 14例（P＋ A群）． 

sLer 。id作用 を有する柴苓湯9gを妊娠前よ り投与し

た 12例（S群）．  治療 を行 わず妊 娠経過を観察し た

10例（C 群）．治療群は 経時的に APA 価 を、まだS群

の 成 功 例 7 例 は 経 時 的 に 6 藍et

．
oP （｝F

‘
f α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

thromboxaneB 　2（TXB2 ）を測定した．【成績】冉A 群、

S群、C群の 平均年齢、平均流 ・
死産薗数に有意差

は な か っ た ．妊娠 継 続例 は P ＋ A 群 で は i
”
O 例

（71 ．4％）、S群で は 10例（83．3％）で あり、　C群に おけ2

例（20．0％）に比 し有意に高率 で あっ た（P〈O．O・5）．APA

値は P＋A 群、S群と も妊娠継続例 で は経時的な低下

を認め、PGFI α ノTXB2 比は治療前0．52± O．39、妊

娠中で は 0．76± 0．56で あ り上昇傾 向が観察 され た．

【結論】APA 陽性不育症 々 例に対 する治療法とし

て 漢方療法は従来の PSL ＋ASP 療法と 同等の 有効性

を示すと と もに、漢方療法の 作用機序の
一

旦 を明

らか と し、APA の 不育症発症 へ の 関与を指摘 した．
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